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医療・ヘルスケア業界における生成AIの取組
～効果的かつ安心な生成AIの活用に向けて

日本デジタルヘルス・アライアンス WG4リーダー
Ubie株式会社 政策渉外参事 井上 真夢

2025/9/11 第3回AI共生型社会実現促進ワークショップ
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＜自己紹介＞

日本デジタルヘルス・アライアンス WG4 SuBWG-B リーダー

Ubie株式会社政策渉外参事、日本医療ベンチャー協会主幹

● 2014年に総務省入省後、電気通信事業分野の消費者保護や郵政行政、地方

の情報通信施策振興やデジタル田園都市国家構想推進などの政策に約８年

間携わる。

● 2022年にヘルステックスタートアップのUbie株式会社に入社、ビジネスパ

ートナー・アライアンスなど事業開発チームを経て、Public Affairs（政策

渉外）担当に。業界団体である日本デジタルヘルス・アライアンス

（JaDHA）のWG4/SuBWG-Bリーダー企業を務める。

井上 真夢

Inoue Mamu
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ヘルスケア事業者のための生成AI活用ガイドの策定・公表

● 2024年1月18日に生成AI活用ガイドを策定。同年4月19日に経産省・総務省が策定した「AI事業

者ガイドライン」に生成AI活用ガイドが業界での参考事例として掲載されました。

引用元：https://jadha.jp/news/news20240118.html 引用元：https://www.meti.go.jp/press/2024/04/20240419004/20240419004.html
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日本デジタルヘルス・アライアンス（JaDHA）

https://jadha.jp/index.html
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日本デジタルヘルス・アライアンスの概要

組織名・設立

• 日本デジタルヘルス・アライアンス（JaDHA）
• 製薬デジタルヘルス研究会および日本DTx推進研究会を
統合し、2022年3月14日に設立。

• 会長：三春洋介（塩野義製薬執行役員・ヘルスケア戦略本部長）

設立背景・活動

• コロナ禍で再認識された「デジタルだからこその価値」を
実装していくために、業界の垣根を超えた横断的研究組織
の組成と活動により、関連サービスや技術の普及促進を阻
害する課題を深く洞察し、デジタルヘルス産業の発展を巡
る課題解決の在り方を提言する。

デジタル治療に適した臨床評価基準・
承認要件の新区分 検討WG

（リーダー：田辺三菱製薬）

会員企業

● 大手医薬品・医療機器メーカー、ヘルスベンチャー企
業、大手ICT企業など100社以上が参加。

デジタル治療に特化した診療報酬の
体系枠組み 検討WG

（リーダー：塩野義製薬）

デジタルヘルスアプリの適切な選択と
利活用を促す社会システム創造WG

（リーダー：Ubie）

デジタル医療サービスの円滑な利活用に向
けた基幹プラットフォーム構築検討WG

（リーダー：asken）

W
G
1

W
G
2

W
G
4

W
G
3

5



Copyright (C) 2024 The Japan Research Institute, Limited. All Rights Reserved.JaDHA
The Japan Digital Health Alliance

JaDHA
The Japan Digital Health Alliance

これまでの活動実績

業界自主ルールの策定 ビジョン・基本指針の策定
国内外の業界団体/

産学官連携
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ヘルスケア生成AI活用ガイドの策定背景・目的

● そのため、生成AIを活用したヘルスケアサービスが利用者に不当な不利益を供するこ

ととならないよう、当該サービスを提供しようとする事業者がセルフチェックできる

目安となるチェックポイントを提供することを目的として本ガイドを策定。

本ガイドの策定背景

本ガイドの目的

● 生活者の健康増進や医療機関の業務効率化のためなど、新技術である生成AIの技術を

ヘルスケア領域で活用するニーズが高まる。

● ただしヘルスケア領域では、①不確かな情報がもたらす個人への影響が極めて大きい

点や、②他の領域と比較して個別規制や情報の取扱いが多くなる点などが課題。
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ヘルスケア生成AI活用ガイドのターゲット

● 生成AIを活用したヘルスケアサービスを提供する事業者 をメインターゲットとする

● 生成AIを活用したサービス・プロダクト提供自体を初めて経験する事業者（生成AIの

初学者）でも活用できるよう、チェックリストや用語集を別添で準備

対象範囲

● ヘルスケア領域で最も広く活用されている文章（テキスト）生成AIを対象
※画像・音声・マルチモーダルは対象外

● 医療機器または医療機器プログラムには該当しないヘルスケアサービスを想定
※対象範囲等については、今後の技術やサービス進展を踏まえて随時アップデートを実施予定

対象読者
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生成AI活用ガイドの構成

策定の目的や背景、対象読者について解説はじめに１

生成AIに関する基礎情報2

生成AIのバリューチェーンと論点3

チェックポイント4

今後に向けて5

参考資料6

生成AIの特徴や国内外規制動向について解説

生成AI活用のフロー図と論点の整理

論点を踏まえたセルフチェックポイントの整理

今後の展望

用語集や事例集、チェックリストを添付
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- 生成AIは巨大なデータ
セットを活用した「基盤
モデル」や学習データを更
にインプットした「特定モ
デル」の活用が必要

- 多種多様のモデルが市場に
存在

- 生成AIはネット上の広範な
データや各事業者所有の固
有データを学習・活用する
ことで結果を出力

- 学習データやファイン
チューニングに活用する
データの取り扱いが発生

- モデルの学習に用いられた
データのバイアスやアウト
プットの処理過程が複雑等
の理由により事実と異なる
内容が出力される場合があ
る（ハルシネーション）

- 学習データが古いと出力も
古い内容になることも

生成AIの特徴

● 生成AI（Generative AI）とは、自律的に学習したデータ
から文章、画像、音声などの一見新しく現実的なコンテン
ツを生成することができる一連のアルゴリズムのこと

● 生成AIの中で特に自然言語処理を行うのがLLM（Large 
Language Models）＝テキスト生成AI

生成AIの特徴

生成AIとは

基盤モデル等の
活用

データの
取り扱い

アウトプット
の信頼性

- 専門知識を持たない利用者
でもデータを入力すること
で簡単にアウトプットを取
得できる（低コスト・利便
性）

- 質問の内容等によって回答
結果が異なる場合も想定

利用者の
リテラシー

(出典：一般社団法人日本ディープラーニング協会「AI活用時の医療データの取扱いに関するJDLA報告書につい
て（JaDHA会員向け生成AIオープンセミナー資料）」（2023年10月23日））
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生成AIのバリューチェーン

①
基盤モデル開

発者

②
特定モデル
開発者

④
利用者

③
サービス・
プロダクト
提供者

巨大な
データセット

追加の
学習データ

（ファインチュー
ニング）

フューショッ
トラーニング
（プロンプト
による制御等）

利用者による
入力データ

基盤モデル

事前訓練済み
モデル

特定の用途向
けに最適化
されたモデル

AIサービス・
プロダクト

事前訓練済み
モデル

特定の用途向
けに最適化
されたモデル

AIサービス・
プロダクト

利用者へ
提示される
出力結果

インプット

モデル・サービス

アウトプット

1.モデル選定

1.モデル選定2.データの取り扱い

2.データの取り扱い

2.データの取り扱い 3.アウトプット信頼性

3.アウトプット信頼性2.データの取り扱い

本ガイドの対象論点

1.モデル選定

(出典：株式会社MICIN提供資料）
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チェックポイント全体像

アウトプット
の信頼性

3

ヘルスケア領域
の個別規制

4

● ハルシネーション制御（技術的工夫）
● 利用者に対する説明・表示
● 入力規制・制御
● 免責事項の表示

基盤モデル
の選定

1

①基盤モデルの選定 ● 基盤モデルが標榜している性能や学習デー
タの内容についての確認

● 基盤モデルが定めている利用用途や学習利
用に関する規約の確認

データの
取り扱い

2

①学習データの取り扱い ● モデルの利用規約の確認
● 個人情報が含まれる場合の本人同意取得
● 著作物が含まれる場合の利用制限確認
● データ保護に関する社内体制の構築
● 関連ガイドライン等の参照

②基盤モデルの利用用途

②サンプル・事例の取り扱い

③質問データの取り扱い

④データに関するその他考慮事項

①サービス開発段階での取り組み

②サービス提供時の利用者に対する取り組み

①医療機器プログラムの該当性確認

②標榜における広告規制の確認

③基盤モデルの利用規約確認

● 医療機器プログラムの該当性確認
● 医薬品等適正広告基準等の確認
● ヘルスケア領域における利用制限の確認
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参考資料１：事業者向けチェックリスト

別添として担当者がそのまま利用できるチェックリストをExcel形式で作成

「対応済み」or「対象外」を
プルダウンで選択可能

チェック結果の「理由欄」
を設置し、自由記述可能に
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参考資料２：生成AI活用事例集

● 参考資料として「別添２ ヘルスケア領域における生成AIに関する取り組み 」をまとめています。
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事例 ユビーメディカルナビ 生成AI（Ubie株式会社）

● Ubie株式会社は「ユビーメディカルナビ 生成

AI」を2024年5月にβ版を提供開始。

● 生成AIを活用し病院の業務効率化を支援するサー

ビスとして、文章生成・要約/音声認識/画像認識

の機能により紹介状・退院サマリ/退院看護サマ

リ・IC記録作成、紹介状作成の支援が可能。

● 直近での導入病院（九州大学病院、恵寿総合病院、

ヨコクラ病院、岡山旭東病院、山陽病院、浦添総

合病院、高石藤井病院 等）



Strictly 

Confidential
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「ユビー生成AI」の成果事例

Results

医師/看護師に加え、リハビリ、地域医療連携室、

臨床工学技師/検査技師/放射線技師など幅広い職種

退院時看護サマリ作成業務に

生成AIを適用した業務効率化の有用性を確認

プレスリリース プレスリリース

恵寿総合病院（石川） 岡山旭東病院（岡山）
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https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000103.000048083.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000100.000048083.html
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生成AI活用ガイド第2.0版リリース

●2/7に「ヘルスケア事業者のための生成AI活用ガイド第2.0版」をリリースいたしました。

【個社広報（MICIN、シミックホールディングス、Ubie）】

引用元：
https://micin.jp/news/14118

https://www.cmicgroup.com/news/20250212

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000125.000048083.html

【JaDHA プレスリリース】

https://micin.jp/news/14118
https://www.cmicgroup.com/news/20250212
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000125.000048083.html
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ヘルスケア事業者のための生成AI活用ガイド第2.0版_改正概要

● 第1.0版策定（2024年1月）以降、生成AIを取り巻く技術環境や国内外の政策動向等は変化を続けているところ、それらを
踏まえた本文のアップデートや参考資料の充実等を図ることで、本ガイドが業界内で実効性が高く有用性が担保されたリビ
ングドキュメントとして活用が図られることを目的として第2.0版を策定することとした。

● 今般の改定のポイントは①技術動向/②政策動向/③海外動向/④活用動向を踏まえたアップデートの主に４点。

RAG（検索拡張生成AI）やSLM（小規模言語モデル）、

日本語特化型LLM開発等による技術の進化① 技術動向

② 政策動向

③ 海外動向

④ 活用動向

経済産業省・総務省策定の「AI事業者ガイドライン」、

個人情報保護法3年見直しなどAI関係の政策の動き

EU・米国・中国・インド・韓国など諸外国で

AIに関係する各国の政策・制度構築の動き

国内外で生成AI活用事例が創出

生成AIサービスの活用機会が拡大

● 最新の技術動向をコラム欄で解説、

● チェックポイントのアップデート

● 最新の政策動向を更新

● チェックポイントのアップデート

● 最新の海外動向を更新

● 事例の拡充（4事例→13事例に）

● 院内ポリシーひな型の策定

改正概要直近の動き

18
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ヘルスケア事業者のための生成AI活用ガイド第2.0版_改正のポイント①

● 「4. チェックポイント」において、第1.0版以降に

進化した生成AIをめぐる技術動向をコラム形式で解

説・アップデート

○ RAG（Retrieval-Augmented Generation：検索拡張生成AI）

○ SLM（Small Language Model：小規模言語モデル）

○ 日本語特化型LLM etc.

① 技術動向 を踏まえた改定

● 「2-3. 関連制度の概要」において、国内の生成AIに係る制度

動向をアップデート

○ 経済産業省・総務省「AI事業者ガイドライン」

○ 個人情報保護委員会による個人情報保護法3年見直し

● 「3. バリューチェーン」や「4. チェックポイント」ではAI事

業者ガイドラインを踏まえアップデート

○ プライバシー・バイ・デザイン

○ セキュリティ・バイ・デザイン etc.

② 政策動向 を踏まえた改定

19
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ヘルスケア事業者のための生成AI活用ガイド第2.0版_改正のポイント②

● 「2-3. 関連制度の概要」において、国外の生成AI

に係る政策・制度動向をアップデート

○ 欧州、米国、中国、インド、韓国

③ 海外動向 を踏まえた改定

● 生成AI活用事例を拡充（４事例→13事例）

○ 国内の製薬企業の活用例や、海外の生成AIサービスなどを掲載

○ 医療機関等、法人で生成AIサービスを導入する際の内規（院

内ポリシー）のひな形を参考として添付

③ 活用動向 を踏まえた改定

20
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参考資料：医療機関向け院内ポリシーひな型

● 参考資料として生成AIサービスを導入する医療機関向けに、院内の生成AI活用に関するルールを
記載したひな形を添付しました
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WG4 SuBWG-Bの2025年度活動方針

生成AI動向キャッチアップ AIセーフティ評価 アドボカシー活動

● 2025年以降も国内外で生成AI

の技術・規制動向は目まぐるし

く変化。

1 2 3

● AI安全性の評価項目や手法が明

瞭化されておらず、生成AIの導

入・活用推進が課題に。

経産省・AISIと連携して

ヘルスケア分野における

AIセーフティ評価スキーム

を確立することで社会実装を後押し

●生成AI活用ガイドをはじめヘル

スケア業界のルールメーキング

をJaHDAがリード

今までの経験・ナレッジを踏まえ

生成AIに関する規制緩和要望など

他団体と連携しながら

アドボカシー活動を実施

法的論点など各観点で

タイムリーな情報を収集できる

勉強会等の開催
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AISI ヘルスケアSWGの位置づけ
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むすびに

● 生成AIは10年に1度のイノベーションと言われているなか、日本デジタルヘルス・アライアンス

（JaDHA）では、ヘルスケア事業者や医療機関の皆様をはじめとした利用者が安心・安全に生成

AIを活用できるような環境をいち早く整備するため、業界を先駆けて「生成AI活用ガイド」を策

定いたしました。

● 一方で、生成AIは技術動向や規制動向が日進月歩の領域であり、昨今では生成AIを医療現場で活

用できるようなサービスが提供されるケースも増加しています。それに伴い、ヘルスケア分野に

おけるAIの安全性についてもAIセーフティ・インスティテュート（AISI）と連携して今年度か

ら検討を開始したところです。

● 生成AIは、働き方改革への実現や院内の業務効率化に貢献できる技術であるため、今後も産学官

が連携しながら、イノベーションの推進と安心かつ効果的に活用ができるような環境づくりを両

立できるような取組を進めてまいります。
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